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kaiAの過剰発現は PkaiBCの活性を増加させ、 kaiA遺伝子の不活性は PkaiBCの活性を低
下させてしまう。すなわち KaiAはPkaiBCの促進因子である。 kaiAの発現はゼロになること
はないので、 kaiBCの転写は常時活性化され、 KaiCレベルが上昇する。二のKaiCは何らかの
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合体を形成できるようになる。 KaiBはKaiAの結合した KaiCに結合し、 KaiCのリン酸化を減
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